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現代産業技術の特徴とそのシステム安全の中心課題である

ヒューマンエラーリスクの分析法とその対策。

現代の複雑大規模化した産業技術システムを

リスク概念に基づいて如何に設計し運用すべきかその方法論。

科学技術がもたらした現代社会の特徴を「リスク社会」として捉え、

どのように科学技術のリスクに対処すればよいのかを

社会全体から個人に到るまで多様な観点から考察し、

そしてリスク・データの解析法に到るまで広く展望。
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巻頭言

科学技術の進歩は人類文明の発展をもたらしたが，科学技術の産物を利用する人々に様々な問題を生じさせている．現代の私たちにとって高度化する｢科学技術｣との関わりは，個人の生活から社会全体に至るまで，その安全と安心の確保の上で益々比重の大きい問題となってきた．
本書は，とくに電力，原子力，石油，ガスのようなエネルギープラントや化学プラント，鉄道，航空機のような交通運輸，医療や情報通信システムなど公共性が高く，事故や災害発生時の社会的影響の大きい科学技術システムについて，欧米伝来の｢リスク｣概念に基づいて．その安全設計や安全評価，安全管理の方法を体系的に解説することを，第一の目的にしている．それは｢リスク｣概念に基づく技術システムの安全設計や安全評価，安全管理が，益々グローバルスタンダードとなってきているからである．また，科学技術が進歩すればするほど，産業技術システムが高度化して複雑大規模化し，それを取り扱う人の誤り（ヒューマンエラー）が社会に大きなリスクをもたらす要因になってきている．
一方我が国では，欧米由来のリスクの原義を離れて，リスクは様々な意味に解釈されている．そのために，不用意にリスクを持ち出して技術の安全を語るとき，思いがけない様々な誤解を受ける．実際，技術者は安全を高めたつもりで話しているのに、一般の人は危険が増すように受け取っているのをよく目にする．
本書では｢新リスク学｣と名づけ，第Ⅰ部で現代産業技術の特徴とそのシステム安全の中心課題であるヒューマンエラーリスクの分析法とその対策を中心にまとめている。第Ⅱ部では、現代の複雑大規模化した産業技術システムをリスク概念に基づいて如何に設計し運用すべきかその方法論を述べている．そしてその一環として実施すべきリスクアセスメントの手法と応用について，とくに原子力への適用を中心に発展した確率論的リスク評価法の基礎と応用について詳述している。以上ではリスクを技術屋の世界（理系）の用語で扱っている。
本書の第Ⅲ部では、リスクを文系の見方で扱っている．科学技術がもたらした現代社会の特徴を｢リスク社会｣として捉える見方から始まって，どのように科学技術のリスクに対処すればよいのかを社会全体から個人に到るまで，組織論，倫理学，政治学，社会情報学，法学，家政学の多様な観点から考察し，そしてリスク・データの解析法に到るまで広く展望している．
｢新リスク学｣は，現代社会の高度で複雑な産業技術システムのもたらすリスク問題を｢人間｣を中心にして考察し文理双方から統合し、体系化することを意図している．本書が科学技術の成果を社会に製品、システムとして送り出す研究開発、技術開発、設計運用に携わる企業・研究機関の研究者・技術者、さらには科学技術と社会の関わりを研究課題とする大学等の研究者、学生諸氏に有用となり、日日座右で活用されることを期待している。
本ハンドブックの出版は、筆者らがここ10年余取り組んできているNPO法人｢シンビオ社会研究会｣の科学技術と社会の関わりの社会啓発活動をもとにしている。ミマツコーポレーション出版事業部松塚晃佑氏には，本書の企画から出版に到るまで真摯にご協力いただいた。また，本書の第Ⅲ部の企画と編集では社会科学専攻の杉万俊夫氏および吉田純氏に全面的に協力いただいた．そして各部各章の執筆でそれぞれ気鋭の若手研究者に快く協力いただいた。ここに厚く御礼申し上げる次第である．
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